
1.　はじめに

近年，小・中・高等学校の教育課程に情報教育を組

み込むといった制度的な整備に加えて，情報教育に対

するカリキュラムの見直しも進められており，情報処

理学会では，情報専門学科におけるカリキュラム標準

「J07」を作成している．また，情報を専門としない

人材を対象とした一般情報教育は近年重要視されてい

る分野の一つであり，同教育に対する検討・研究も近

年活発に行われている（1）（2）．情報処理学会一般情報

処理教育委員会（3）は大学における一般情報教育の目

標を「将来，高度情報社会において中核となる大学生

に対して，情報およびコンピュータに関する基礎理論

や概念および応用知識を理解させるとともに，それら

を自由自在に活用できる能力を身につけさせること」

と示している．つまり，コンピュータを活用するため

の応用力を身に付けること，ならびにそれに必要とな

る基礎理論を身に付けることを重視している．このよ

うに，数年前までは，実用（機器操作）中心であった

一般情報教育が，応用面，実用面を視点にとらえた基

礎理論教育へと変化してきたことに対応して，これに

見合ったタイプの一般情報教育向け教科書が多く出版

されてきている．

この新しいタイプの教科書は，利用者に身近な内容

に重点をおいて説明を行う方式であり，教科書編成者

の工夫により章構成などがバラエティに富んだものと

なっており，目次を一見したのみでは，教科書で教授

する内容が異なっているようにも見える．本研究で

は，複数の専門用語（以下，キーワードと呼ぶ）がど

のように関連付けられて説明されているかに着目して

教科書分析を行う．何故なら，「情報および情報技術

を活用する」ためには，個別の要素の仕組みを詳しく

理解するのではなく，個々の技術と利用者が日頃取り

扱う WWW などのアプリケーションとの関連を理解

することが重要であると考えているからである．

教科書の内容分析を行った研究としては，平成 15

年と平成 17 年における高校の教科書を比較した研

究（4）があるが，同研究は，キーワードの出現頻度に

ついて分析したものであるのに対し，本研究はキー

ワード間の関連づけを分析しているところに特徴があ

る．

また，情報教育効果評価に関する研究では計算機用

語認知度による情報関連理解度の測定方法（5）や文に

よる知識の調査方法（6）などがあるが，本研究では学

生が持っている知識を測定するのではなく，教科書の

内容を全部理解した場合，キーワード間の関連づけの

違いによって，学生の理解の仕方の違いを検討してい

るところに特徴がある．
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